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甦る「仁」のこころ―白河戊辰戦争150年―

慶応４年（１８６８年）に起きた戊辰戦争で、
1,000名以上の死傷者が有ったとされる
「白河戦争」。
それから150年、白河の人々は両軍の犠牲
者を分け隔てなく弔い、慰霊碑を守り、供養
してきました。先祖代々受け継がれる「仁」
のこころ。その心は今も息づいています。

白河戊辰150周年記念事業

小峰城三重櫓と前御門

「白河口合戦絵巻」より「白河向寺」「白河口合戦絵巻」より「白河向寺」 「白河口合戦絵巻」より「白河町大戦争」「白河口合戦絵巻」より「白河町大戦争」激戦地稲荷山の大正～昭和初期の様子激戦地稲荷山の大正～昭和初期の様子

「白河城御櫓絵図」より「三重御櫓建絵図」「白河城御櫓絵図」より「三重御櫓建絵図」

稲荷山の慰霊碑稲荷山の慰霊碑
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